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大
学
入
学
後
、
友
だ
ち
に
連
れ
ら

れ
て
見
学
し
た
﹃
ス
カ
イ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
﹄
の
活
動
に
魅
了
さ
れ
た
児
玉

さ
ん
。﹁
間
近
で
翼
を
見
た
の
は
初

め
て
で
、
感
動
し
た
ん
で
す
。
こ
れ

は
や
ら
な
い
と
損
だ
と
思
い
ま
し
た
﹂

と
楽
し
そ
う
に
話
す
。
メ
イ
ン
は
年

に
一
度
、
自
作
の
飛
行
機
で
出
場
す

る
﹃
鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト
﹄。
彼
は
今

ま
で
の
悔
し
い
結
果
を
払
う
べ
く
部

長
に
立
候
補
し
、
週
に
6
日
は
顔
を

出
し
て
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
。

﹁
今
は
、
確
実
に
浮
く
機
体
を
作
る
の

が
目
標
。
在
学
中
に
、
何
が
な
ん
で

も
実
現
さ
せ
た
い
で
す
﹂

　

最
近
は
週
に
1
度
、
テ
ス
ト
飛
行

も
行
い
始
め
た
。
気
温
の
低
い
時
間

帯
の
方
が
飛
ば
し
や
す
い
た
め
、
部

員
た
ち
は
午
前
4
時
に
集
ま
る
。
そ

ん
な
苦
労
も
、
機
体
が
浮
い
た
瞬
間

に
す
べ
て
吹
き
飛
ぶ
の
だ
ろ
う
。

部の活動のために購入した
パソコン。これで航空力学
を使った計算をしたり、設
計図を書いたりする。

確
実
に
浮
く
機
体
を
作
る
た
め

週
に
6
日
は
活
動
に
参
加
。

「今は学校の楽器を使ってい
るけれど、いつかマイホル
ンが欲しい」。ラストコンサー
トに向けて特訓中。

　

豊
か
な
緑
に
囲
ま
れ
た
相
模
湖
の

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
週
に
2
日
ほ
ど
、

管
楽
器
の
音
色
が
聞
こ
え
て
く
る
放

課
後
が
あ
る
。
山
下
さ
ん
が
部
長
を

務
め
る
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部

︵
吹
奏
楽
部
︶の
活
動
だ
。

﹁
来
年
４
月
に
薬
学
部
が
板
橋
キ
ャ
ン

パ
ス
に
移
転
す
る
の
で
、
今
は
引
っ

越
し
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
後
輩

た
ち
の
新
し
い
練
習
場
所
も
確
保
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
﹂

　

薬
学
部
で
は
３
年
の
後
半
か
ら
専

門
分
野
に
分
か
れ
て
い
く
。
そ
れ
に

伴
い
、
こ
の
秋
で
３
年
生
は
引
退
だ
。

﹁
い
つ
か
み
ん
な
と
病
院
で
コ
ン
サ
ー

ト
が
で
き
た
ら
い
い
で
す
よ
ね
。
小

児
科
病
棟
で
ア
ン
パ
ン
マ
ン
マ
ー
チ

を
演
奏
し
て
、
子
供
た
ち
を
元
気
づ

け
た
い
﹂

　

病
院
薬
剤
師
を
め
ざ
す
山
下
さ
ん

は
、学
業
で
も
部
活
で
も
癒
し
の
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
調
合
中
だ
。

い
つ
か
小
児
科
病
棟
で

ア
ン
パ
ン
マ
ン
マ
ー
チ
を
。
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本
を

 
つ
く
る
。

特
集

04Flair05 Flair

時
間
を
忘
れ
る
ほ
ど
熱
中
し
て
し
ま
う
小
説
や

新
し
い
情
報
に
わ
く
わ
く
す
る
雑
誌
な
ど
、

い
つ
も
私
た
ち
に
感
動
と
と
き
め
き
を
く
れ
る
本
。

そ
の
1
冊
が
つ
く
ら
れ
る
ま
で
に
は
、

実
に
た
く
さ
ん
の
工
程
が
あ
り
、

こ
ん
な
に
も
時
間
を
か
け
て
、
真
剣
に

つ
く
っ
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
し
た
。

今
回
の
特
集
で
は
、「
つ
く
る
」と
い
う
こ
と
か
ら
、

本
の
魅
力
を
ひ
も
解
い
て
ゆ
き
ま
す
。

つ
く
っ
た
本
を
通
し
て
、

人
と
繋
が
れ
る
の
も
楽
し
い
。

 

﹁
つ
く
っ
て
か
ら
人
の
手
に
渡
る
ま

で
、
自
分
で
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
き
る

の
が
出
版
の
面
白
い
と
こ
ろ
﹂
と
話

す
の
は
、
ラ
イ
タ
ー
の
永
江
朗
さ
ん
。

近
年
で
は
、
家
庭
で
も
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
て
デ
ザ
イ
ン
か
ら
印
刷
ま
で
容

易
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
。

し
か
し
誰
で
も
本
を
つ
く
る
こ
と
が

可
能
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
た
だ
つ
く

る
だ
け
で
は
意
味
が
な
い
。﹁
あ
く
ま

で
も
つ
く
っ
た
も
の
を
誰
か
に
見
せ

る
こ
と
が
重
要
﹂
と
彼
は
強
調
す
る
。

﹁
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
溢
れ
て
い
る
言

説
に
は
、
自
分
の
思
い
を
た
だ
ス
ト

レ
ー
ト
に
ぶ
つ
け
た
も
の
が
多
い
で

す
よ
ね
。
で
も
出
版
＝
パ
ブ
リ
ッ
シ

ン
グ
と
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
︵
公
的
︶

に
モ
ノ
を
発
表
し
て
い
く
こ
と
だ
と

思
う
ん
で
す
。
そ
れ
は
同
時
代
に
生

び
、
多
く
の
人
の
元
に
届
く
わ
け
で

す
よ
ね
。
他
の
仕
事
に
は
な
い
喜
び

が
あ
り
ま
す
よ
﹂

　

と
は
い
え
、
す
べ
て
の
編
集
者
が

メ
ガ
ヒ
ッ
ト
を
狙
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
シ
ェ
ア
は
少
な
く
て
も
、

確
実
に
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

分
野
の
本
で
あ
れ
ば
出
版
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
も
こ
の
業
界
の
特
長
だ
。

大
小
様
々
な
ス
ケ
ー
ル
を
選
べ
る
の

も
、
面
白
い
点
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
著
書
を
多
数
出
版
し
て
い

る
著
者
の
立
場
か
ら
永
江
さ
ん
は﹁
自

分
の
作
品
を
媒
介
に
し
て
人
と
話
が

で
き
る
の
も
楽
し
い
﹂
と
も
。

﹁
本
を
書
い
て
講
演
に
呼
ば
れ
る
と
、

打
ち
上
げ
で
集
ま
っ
た
人
と
本
の
話

を
肴
に
お
酒
を
呑
む
こ
と
も
多
い
ん

で
す
。
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
で
も
違
う

見
方
を
す
る
人
が
い
た
り
、
自
分
が

知
ら
な
か
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
け

た
り
す
る
の
は
楽
し
い
で
す
ね
﹂

　

制
作
に
携
わ
っ
た
本
は
、
い
わ
ば

自
分
の
分
身
の
よ
う
な
も
の
。
ひ
と

り
歩
き
し
て
様
々
な
人
と
繋
が
り
、

結
果
、
新
た
な
世
界
を
広
げ
て
く
れ

る
。
そ
ん
な
、一
種
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
も
機
能
し
て

い
る
の
だ
。

北海道生まれ。法政大学文学部卒
業。洋書店に約 7 年勤務後、雑誌
編集を経てライターに。本や書店
に関すること、社会事象など、幅
広いテーマで執筆活動を行ってい
る。早稲田大学文学学術院教授も
兼任。

ライター、早稲田大学教授
永江朗さん　Akira Nagae

永江さんが執筆するときは、今までに読んだ本がヒント
になることも多い。「ゼロから生み出すことは難しい。た
くさん読むことで、考える力も養われると思います」

き
て
い
る
人
に
思
い
を
伝
え
る
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
後
世
に

語
り
継
が
れ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ

る
。
だ
か
ら
本
を
つ
く
る
と
き
に
一

番
大
切
な
の
は
、
人
に
伝
え
た
い
と

い
う
気
持
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
﹂

　

読
み
手
に
対
し
て
伝
え
た
い
こ
と

を
形
に
し
た
も
の
、
そ
れ
が
本
で
あ

る
と
し
た
ら
、
読
ん
だ
人
か
ら
内
容

に
つ
い
て
反
論
を
受
け
る
こ
と
も
あ

る
は
ず
だ
。
永
江
さ
ん
曰
く
﹁
だ
か

ら
こ
そ
、
覚
悟
も
必
要
。
し
か
し
第

三
者
に
叩
い
て
も
ら
い
、
直
す
こ

と
で
よ
く
な
る
ケ
ー
ス
も
多
い
ん
で

す
﹂。
作
品
が
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ

れ
て
い
く
過
程
を
見
る
の
も
、
ひ
と

つ
の
楽
し
み
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ゆ

え
に
、
そ
ん
な
本
づ
く
り
と
ダ
イ
レ

ク
ト
に
関
わ
り
合
え
る
出
版
業
界
は

と
て
も
魅
力
的
と
永
江
さ
ん
は
話
す
。

﹁
例
え
ば
出
版
社
に
入
っ
て
編
集
職
に

就
け
ば
、
入
社
3
カ
月
目
で
一
冊
ま

る
ご
と
つ
く
る
こ
と
も
可
能
な
ん
で

す
。
自
分
で
企
画
を
立
て
て
、
好
き

な
著
者
や
ラ
イ
タ
ー
に
原
稿
を
お
願

い
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
し
て
も
ら
い
た

い
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
憧
れ
の
カ
メ
ラ
マ

ン
を
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
て
⋮
。
そ
う

し
て
で
き
た
本
が
全
国
の
書
店
に
並

永江朗さん、
本をつくる醍醐味って
何ですか？

Q

編集者として、ときには著者として、
さまざまな本の制作現場をみつめてきた
ライターの永江朗さんに、
本をつくる面白さを教えてもらいました。

Joy of 
making a 

book



How to make...

ここが違う。本のつくり方いろいろ。
ひとえに本づくりといっても、つくり方や携わるスタッフはさまざま。
縁の下の力持ちたちに制作秘話を伺いました。

（新潮社）

村上春樹 著
 『1Q84』

小説

著者からの原稿が仕上がる
と、『1Q 84』は社内でも限
られたスタッフのみが携わ
ることに。作家がこの作品
に託した世界を熟考しなが
ら、校正と内容について推
敲したり、装幀室とデザイ
ンを決めたりなど、半年を
かけてじっくりと制作した。
◉Staf f: 著者、編集者、装
幀家、校正者、営業

スタッフ全員で企画を持ち寄
り、編集長のもと企画を決定。
その後担当者が取材相手やモ
デルをピックアップし、取材・
撮影。ライターが執筆し、デ
ザイナーが誌面をデザインし
たら、大学のチェックを経て
印刷、納品。
◉Staf f: 編集長、編集者、ラ
イター、カメラマン、デザイ
ナー、モデル

『AERA』
（朝日新聞出版）

雑誌
 『TEIKYO PLUS』

（帝京大学八王子キャンパス
Free Paper学生編集部）

フリーペーパー

きむらゆういち 作
あべ弘士 絵
 『あらしのよるに』

（講談社）

絵本

羽海野チカ 著
『3月のライオン』
（白泉社）

マンガ

編集者との打ち合わせで決まったス
トーリーを、漫画家が原稿にする。そ
の後、編集者がフキダシの中の文字を

「写植」と呼ばれる方法で貼り、印刷会
社が版下を作成して印刷、製本、納品。
発売日に合わせて宣伝広告を出稿する。
◉Staf f: 漫画家、編集者、宣伝広告
担当、制作、プロ棋士（棋譜監修）

川島小鳥 著
『未来ちゃん』
（ナナロク社）

写真集
写真家の川島小鳥さんが、
佐渡島に住む友人の娘さん
を 1 年間撮り下ろして一冊
にまとめた写真集。「未来
ちゃん」とは彼女の名前で
はなく、作品名。川島さん
がイメージする「未来ちゃ
ん」の世界が描かれている。

オープンキャンパスをお手伝いする学
生スタッフが集まってつくられた「もっ
と帝京が好きになれる」フリーペー
パー。リアルな学生の姿のほか、先生
や OB・OG へのインタビューなど盛
りだくさんの内容となっている。

中吊り広告の「１行コピー」
でおなじみの、朝日新聞出
版発行のビジュアル週刊
誌。政治・経済からジェン
ダーまで、独自の切り口で
ニュースを解説。創刊以来
続く坂田栄一郎氏による表
紙写真のファンも多い。

村上春樹氏の 7 年ぶりの書き下ろし長編小説。
2009 年に第 1 巻が発売され、現在第 3 巻ま
で刊行。ミリオンセラーに。1984 年、2 人の
主人公が同じ組織の活動にそれぞれ巻き込ま
れながら、1Q84 年の世界へと入り込んでいく。

東京の下町にひとりで暮らす、17 歳の将棋プ
ロ棋士、桐山零。彼は幼いころ事故で家族を
失い、深い孤独を抱えている。そんな零の前
に現れた 3 姉妹。彼女たちと接するうちに、
彼は失っていた何かを取り戻していく。

嵐の夜に出会ったオオカミとヤギ。お互いの
姿が見えない暗闇で、天敵である両者が意気
投合する。後日、再び会う約束をした彼ら。
食う者と食われる者の関係である 2 匹の運命
は？ 映画でも人気を博した名作。

まずは企画を決定。おおよそ３週間前にその号の企画を固め
る。その後は各記者が担当記事の取材を進め、デザイナーや
カメラマンと連携しながら誌面づくり。週刊誌の肝である見
出しを考えるのは校了ギリギリの２時間ほど前。
◉Staff: 編集長、副編集長、記者、カメラマン、デザイナー、
校正者、広告営業

編集長と編集者が写真展に行き、写真家に写真集の発行
を打診。その後写真家が 1 年間作品を撮りため、デザイ
ナー、編集者と一緒に写真をセレクト。デザイナーが装丁
をし、印刷、納品。発売日に向けて編集者が宣伝を行った。
◉Staf f: 写真家、編集長、編集者、デザイナー兼装丁家、
モデル

How to make...

How to make...

How to make...

作家が書いたストーリーを編集者が
チェックし、文章量や内容について話
し合ったあと、編集者からイラストレー
ターに制作を発注。できあがったら装
丁家にブックデザインをお願いし、数
案の中から決定。その後印刷、納品。
◉Staf f: 作家、編集者、イラストレー
ター、装丁家、デザイナー

How to make...

How to make...

小説は時間をかけて、
言葉を紡ぎ、
かたちにしていく。

物語に寄り添うように
イラストが描かれていく。

自分の足で
探した情報をまとめる
面白さ。

限られた時間で、どれだけ伝えられるかが勝負。

マンガ家と編集者の
二人三脚で完成していく。

編集者が「いい」と感じた作品を
一冊にまとめる。

村上さんから書き上がった
原稿が届き、制作がスター
ト。著者、そして校正部、
装幀部、宣伝部、営業部等
のスタッフとの緊密な共同
作業の中で、仕事が進んで
いきます。

編集
鈴木 力さん

著者と編集と相談しながら、
本の厚さや装幀を決めます。
今回は、内容が分からない
ような装幀にという要望か
ら、文字のみでデザイン。
核となった「Q」の文字は
作字しています。

装幀
高橋千裕さん

今回は社内でも発売まで内
容の非公開が徹底されてい
ました。僕も教えてもらえ
ませんでしたから（笑）。何
度も会議を開き、そこで決
まった情報を順次広告に
打っていきました。

営業
小山健秀さん

川島さんの場合は写真展で実際の写真を見て、
「素晴らしい」と感じたんです。そういう風に
いいものを「いい」と判断し、出版できるかど
うかのジャッジをする役割を担っています。

村井光男さん  編集長

「未来ちゃんの写真集をつくりたい」と編集長
にお願いして、川島さんにアポイントを取り、
出版決定後は進行管理や打ち合わせ、宣伝など
をすべて担当しました。

坂下実千子さん  編集

ストーリーについて羽海
野さんと打ち合わせを
し、漫画のラフである
ネームを拝見した後、最
終的に原稿をいただきま
す。資料集めのため、一
緒に名人戦を見に行った
りもしましたね。

編集
友田 亮さん

広告・原画展などの統括
をしています。どうすれ
ば発売日にコミックが売
れるかを考え、新聞やテ
レビなどの媒体を使って
アイデアを形にします。

「作品を世に広める」仕
事です。

宣伝広告
安藤三四郎さん

印刷所とのやり取り、紙
の手配や進行管理などを
行います。原稿があがる
タイミングについて編集
の進行担当者と密に接触
しながら、円滑に出版で
きるよう進める裏方ス
タッフです。

制作
小澤龍太さん

AERA の編集部は３年目です。ウェブとの違いを出すためには、
深く掘り下げることが大切。そのためには、使えるツールは利
用しつつ、情報を足でかせぐことが大切ですね。

井上和典さん  編集部

総合メディアグループとして、社内のリソースをいかに広告に
活用するかが課題。例えば AERA、朝日新聞、asahi.comで合
同企画を行うなど、より効果的なカタチを提案していきます。

相沢周史さん  広告営業

今年の４月から「１行コピー」を担当しています。世の中の空気
をコピーに反映させるために、〆切の前日には必ず飲みに行って、
世の中の空気を感じとるようにしています。

伊東武彦さん  副編集長

大切なのは、こだわること。着眼点や目的を重視した誌面づくり
を心がけています。そのためにも「なぜ？」と常に問いかけなが
ら情報を集め、企画をつくっていきます。

尾木和晴さん  編集長

 編集担当の方にス
トーリーを伺い、た
くさんの絵本の中か
ら読者に選んでもら
うことを意識しなが
ら、主に絵本の外側
をデザインします。

「わかりやすく、届き
やすく」がモットー
です。

装丁
坂川栄治さん

作家さんと原稿の内
容を詰め、ストーリー
が完成したらイラ
ストレーターさんに
制作をお願いし、素
材が揃ったらデザイ
ナーさんにアイデア
をいただきながら一
冊の絵本にしていき
ます。

編集
塩見 亮さん

日常生活の中で思い
ついたことを、2 ～
3 年メモし続けてス
トーリーにしました。
一巻完結のつもりで
したが、続きが読み
たいというリクエス
トに応えて新たに執
筆していったという
流れです。

作家
きむらゆういちさん

誌面づくり全体の統轄を
しつつ、撮影、印刷のや
り取りまで広く担当して
います。執筆やデザイン、
編集部員への指導も行い
ます。

中川徹哉さん
編集長兼カメラマン

執筆と誌面全体の文章の
推敲を担当しています。

「OB・OG訪問」ページ
は帝京大学の卒業生へ取
材をお願いするところか
ら始めます。

滝元英恵さん
ライター

デザインに携わりながら、
帝京大生の悩みを解決す
る「Must」というページ
を担当しています。今回
は帝京大生のiphoneオ
ススメアプリを取材。

千葉美幸さん
デザイナー

誌面全体のデザインを担
当しています。趣味を追
求する学生を追った「趣
味追求」ページの人選、
取材、執筆も並行して行
います。

葉山 亮さん
デザイナー

編集長である中川さんに
教わりながら、カメラの
アシスタントをしていま
す。今後は、誌面づくり
にも関わっていく予定
です。

圡方亜美さん
アシスタントカメラマン
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プロが働く、憧れの編集部。
フリーペーバー『TEIKYO PLUS』の学生編集部員たちが、
憧れの編集部に伺い、本づくりの現場を肌で感じてきました。

偕成社編集部

Hanako編集部

絵
本
づ
く
り
で
大
切
な
の
は
、

作
家
と
編
集
者
の
信
頼
関
係
。

雑
誌
が
で
き
る

雑
誌
な
ら
で
は
の
こ
と
。

　

誰
も
が
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
親
し

ん
で
き
た
絵
本
﹃
ノ
ン
タ
ン
﹄
シ
リ
ー

ズ
。
今
回
編
集
部
に
お
邪
魔
し
た
池

浦
薫
さ
ん
と
圡
方
亜
美
さ
ん
も
、
幼

い
こ
ろ
病
院
や
幼
稚
園
な
ど
で
ノ
ン

タ
ン
の
絵
本
を
読
ん
だ
記
憶
が
残
っ

て
い
る
と
話
す
。
彼
ら
を
迎
え
入
れ

て
く
れ
た
の
は
、
編
集
担
当
の
千
葉

美
香
さ
ん
だ
。

 ﹁
こ
の
た
び
＂
ス
プ
ー
ン
た
ん
た
ん
た

ん
＂
と
い
う
新
作
を
出
版
し
ま
し
た
。

作
者
の
キ
ヨ
ノ
サ
チ
コ
さ
ん
は
3
年

前
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
が
、
キ
ヨ
ノ

さ
ん
が
生
前
、
紙
芝
居
用
に
つ
く
っ

て
い
た
原
画
と
ラ
フ
が
見
つ
か
っ
た

の
で
そ
れ
を
元
に
制
作
し
ま
し
た
。

今
ま
で
は
、
ラ
フ
の
段
階
か
ら
何
度

も
キ
ヨ
ノ
さ
ん
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

　

東
銀
座
の
街
角
に
そ
び
え
る
老
舗

の
出
版
社
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
。
関
口

隆
介
さ
ん
、
葉
山
亮
さ
ん
、
千
葉
美

幸
さ
ん
の
3
人
は
、こ
こ
に
あ
る
﹃
Ｈ

ａ
ｎ
ａ
ｋ
ｏ
﹄
編
集
部
を
訪
ね
た
。

﹁
み
ん
な
、
雑
誌
読
ん
で
ま
す
？
﹂

　

出
迎
え
て
く
れ
た
編
集
長
で
あ
る

北
脇
さ
ん
の
い
き
な
り
の
質
問
に
、

学
生
た
ち
は
、
は
っ
き
り
と
答
え
た
。

﹁
読
ん
で
ま
す
！　

Ｈ
ａ
ｎ
ａ
ｋ
ｏ
も

好
き
で
す
﹂

　

学
内
の
フ
リ
ー
マ
ガ
ジ
ン
を
制
作

し
て
い
る
彼
ら
は
、
雑
誌
編
集
の
経

験
者
。
そ
れ
ゆ
え
、
雑
誌
づ
く
り
に

関
す
る
実
践
的
な
質
問
が
次
々
と
投

げ
か
け
ら
れ
た
。

﹁
１
冊
分
の
取
材
に
ど
れ
ぐ
ら
い
の
日

数
を
か
け
る
ん
で
す
か
？
﹂

﹁
取
材
拒
否
さ
れ
る
こ
と
は
？
﹂

﹁
た
く
さ
ん
取
材
し
た
の
に
ス
ペ
ー
ス

が
限
ら
れ
て
い
る
と
き
は
？
﹂

　

次
か
ら
次
へ
と
出
て
く
る
学
生
た

を
し
て
い
た
の
に
、
今
回
は
そ
れ
が

で
き
な
く
て
つ
ら
か
っ
た
で
す
。＂
先

生
な
ら
な
ん
て
お
っ
し
ゃ
る
か
＂
と

い
う
こ
と
を
、
常
に
考
え
て
い
ま
し

た
﹂

　

そ
れ
は
、
キ
ヨ
ノ
さ
ん
と
長
き
に

わ
た
り
お
付
き
合
い
を
し
て
き
た
千

葉
さ
ん
の
中
に
﹁
ノ
ン
タ
ン
と
は
こ

う
い
う
も
の
﹂
と
い
う
共
通
認
識
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
。
そ

ん
な
信
頼
関
係
も
、
絵
本
づ
く
り
に

お
い
て
は
大
切
な
要
素
な
の
だ
。

 

﹁
作
家
さ
ん
の
描
い
た
も
の
が
そ
の

ま
ま
作
品
に
な
る
と
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
本
当
は
何
度
も
や
り
取
り

を
し
て
や
っ
と
で
き
あ
が
る
ん
で
す

ね
﹂
と
圡
方
さ
ん
も
驚
き
を
隠
せ
な

い
。
ま
た
内
容
に
つ
い
て
、
池
浦
さ

ん
が
﹁
教
育
的
な
こ
と
も
考
え
ら
れ

て
い
た
ん
で
す
か
？
﹂
と
質
問
す
る

と
﹁
キ
ヨ
ノ
さ
ん
は
、
し
つ
け
と
い

う
概
念
と
は
遠
い
と
こ
ろ
に
い
ら
し

た
方
。
本
を
読
ん
で
、
遊
ん
で
＂
楽

し
か
っ
た
＂
と
い
う
思
い
が
残
れ
ば

い
い
と
い
う
気
持
ち
で
書
い
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
﹂
と
千
葉
さ
ん
。

学
生
ふ
た
り
の
思
い
出
の
中
に
ノ

ン
タ
ン
が
生
き
続
け
て
い
る
こ
と
を

知
っ
た
ら
、
き
っ
と
キ
ヨ
ノ
さ
ん
も

喜
ぶ
だ
ろ
う
。

 

﹁
作
者
の
方
を
支
え
る
編
集
者
が
い

て
、
絵
本
は
つ
く
ら
れ
て
い
る
ん
で

す
ね
﹂
と
池
浦
さ
ん
は
目
を
輝
か
せ

た
。
関
わ
る
人
の
思
い
が
作
品
に
詰

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、
ふ
た

り
と
も
﹁
ま
す
ま
す
絵
本
づ
く
り
に

興
味
が
わ
い
て
き
た
﹂
と
嬉
し
そ
う

に
話
し
て
く
れ
た
。

ち
の
質
問
に
も
、
北
脇
さ
ん
は
一
つ

ひ
と
つ
に
丁
寧
に
答
え
て
い
く
。

﹁
や
っ
て
い
る
こ
と
は
み
ん
な
と
変
わ

ら
な
い
。
違
う
の
は
精
度
。
で
も
、

本
づ
く
り
っ
て
楽
し
い
で
し
ょ
？
﹂

　

毎
月
隔
週
で
発
行
さ
れ
て
い
る﹃
Ｈ

ａ
ｎ
ａ
ｋ
ｏ
﹄
は
、
１
冊
を
１
人
の

編
集
者
が
担
当
す
る
。
編
集
長
と
打

ち
合
わ
せ
を
重
ね
な
が
ら
、
情
報
を

収
集
し
、
事
前
に
取
材
場
所
を
訪
れ

る
な
ど
、
企
画
内
容
を
徹
底
的
に
吟

味
す
る
。
時
間
を
か
け
て
１
人
の
編

集
者
が
ま
と
め
る
の
で
、
彼
ら
の
個

性
が
誌
面
に
反
映
さ
れ
る
の
だ
と
い

う
。
複
数
人
の
編
集
者
で
1
冊
を
つ

く
る
の
と
は
異
な
り
、
編
集
者
の
個

性
が
貫
か
れ
る
の
で
、
内
容
が
ぶ
れ

る
こ
と
な
く
テ
ー
マ
に
対
す
る
完
成

度
が
高
く
な
る
の
だ
。
そ
ん
な
北
脇

さ
ん
の
話
に
、
編
集
者
の
卵
た
ち
は

大
き
く
頷
く
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
時
代
の
雑
誌
づ
く

り
の
難
し
さ
と
面
白
さ
に
つ
い
て
も

北
脇
さ
ん
は
熱
く
語
っ
て
く
れ
た
。

﹁
ネ
ッ
ト
主
流
の
情
報
過
多
な
時
代

だ
か
ら
こ
そ
、
雑
誌
を
雑
誌
な
ら
で

は
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
し

て
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
口
コ
ミ
サ
イ
ト
な
ど
の
情
報
と

ち
が
っ
て
、
雑
誌
は
編
集
者
に
よ
っ

て
演
出
さ
れ
た
、
も
の
づ
く
り
の
た

ま
も
の
。
だ
か
ら
い
い
雑
誌
に
は
人

格
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
﹂

右／編集部の風景。ここで絵本の制作が行われている。　左／最初は絵も文
章も手描きラフの状態。編集者とやり取りしながら固めていった後の本描き
となり、原画が完成される。

上／編集部の風景。 下／リニューアル
をきっかけに編集長のバトンを受けた
北脇朝子さん。昔から雑誌好きで、雑
誌をつくる人になりたかったそう。「ラ
イフスタイルや街や店を楽しむ、行動
する人たちのための雑誌になりたいと
思っています」

おじゃまします!

1988年、バブル期の最中に創刊され、
OLのバイブルといわれた女性向け情
報マガジン。３年前にリニューアルを
し、世界観やライフスタイルを取り入
れながら、OLのベーシックを提案す
るという、やわらかいテイストが好評
だ。7月に1000号記念号を発行。

情報はユニセックス
男の子にも楽しんでもらいたい

『Hanako』
（マガジンハウス）

       文学部心理学科 3年

       文学部社会学科 3 年

       外国語学部外国語学科 2 年

　 関口隆介  Ryusuke Sekiguchi

　 葉山亮 Ryo Hayama

　 千葉美幸 Miyuki Chiba 

1976 年に『ノンタン ぶらんこのせて』
が発売されて以来、現在まで 21 巻が
刊行されている絵本シリーズ。いたず
らっ子だけど伸び伸びと行動する「ノ
ンタン」が主人公。ノンタンの愛らし
さは、世代を超えて愛され続けている。

いつまでも
子どもの気持ちを大切に

『ノンタンあそぼうよ』
シリーズ1～21
キヨノサチコ 作・絵（偕成社）

       経済学部経営学科 2 年
　 池浦薫  Kaoru Ikeura

       外国語学部外国語学科 2 年
　 圡方亜美 Ami Hijikata

1

1

1

1

2

2

2

2

3

3
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新しい本のかたち。
最近、これまでとは少し異なる本が
登場しているのをご存知ですか？
本をつくる方法はまだまだたくさんあるようです。

個
人
で「
本
」を
つ
く
る
人
が

年
々
増
え
て
き
て
い
る
。

　

表
参
道
に
あ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー

﹁
N
O
W 

I
D
e
A
﹂
に
併
設
さ
れ

た
セ
レ
ク
ト
ブ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹃
ユ

ト
レ
ヒ
ト
﹄。
代
表
を
務
め
る
江
口
宏

志
さ
ん
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
、
世

界
中
に
あ
る
お
も
し
ろ
い
本
の
目

利
き
だ
。
ア
ジ
ア
最
大
の
ア
ー
ト

ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
で
あ
る
﹃
T
H
E 

T
O
K
Y
O 

A
R
T 

B
O
O
K 

F
A
I
R
﹄
の
主
催
者
で
も
あ
り
、

最
近
の
本
の
動
向
に
つ
い
て
教
え
て

く
れ
た
。

 

﹁
2
0
1
1
年
に
第
3
回
を
迎
え
た

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
お
よ
そ
1
6
0

の
出
版
社
が
参
加
し
ま
し
た
が
、
そ

の
中
の
1
0
0
社
は
ほ
ぼ
個
人
で
本

づ
く
り
を
し
て
い
る
人
た
ち
。
出
展

者
は
、
毎
年
1.5
倍
く
ら
い
の
ペ
ー
ス

で
増
え
て
い
ま
す
。
個
人
で
本
を
つ

く
る
人
が
多
く
な
っ
た
な
、
と
い
う

実
感
は
あ
り
ま
す
ね
﹂

　

ジ
ン
や
リ
ト
ル
プ
レ
ス
が
集
ま
る

こ
の
フ
ェ
ア
に
は
、
海
外
か
ら
も
た

く
さ
ん
の
出
品
者
や
来
場
者
が
足
を

運
ぶ
。
江
口
さ
ん
自
身
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
や
ベ
ル
リ
ン
の
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
に

参
加
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
国
境

を
越
え
た
情
報
交
換
の
場
が
自
ず
と

作
ら
れ
て
い
る
と
話
す
。

 

﹁
本
を
通
じ
て
表
現
す
る
人
の
感
覚

は
国
と
い
う
枠
組
み
を
越
え
て
共
通

の
も
の
な
ん
で
す
よ
ね
﹂

　

さ
ら
に
、
紙
と
い
う
媒
体
に
と
ど

ま
ら
ず
、
今
で
は
電
子
書
籍
で
面
白

い
制
作
を
行
う
ク
リ
エ
イ
タ
ー
も
増

え
て
い
る
と
い
う
。

﹁
i
p
a
d
や
i
P
h
o
n
e
を
使
っ

た
絵
本
ア
プ
リ
を
開
発
し
た
会
社
が
、

一
般
の
人
た
ち
に
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら

絵
ま
で
作
っ
て
も
ら
う
絵
本
コ
ン
テ

ス
ト
を
行
っ
た
ん
で
す
。
僕
も
審
査

員
と
し
て
呼
ん
で
も
ら
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
す
ご
く
面
白
か
っ
た
で
す
よ
。

絵
本
を
印
刷
し
て
出
版
す
る
の
は
大

変
で
す
が
、
ウ
ェ
ブ
で
発
信
で
き
る

と
な
る
と
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
り
ま
す

し
、
か
な
り
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
も

の
も
多
く
集
ま
り
ま
し
た
﹂

　

電
子
書
籍
と
い
っ
て
も
、
今
あ
る

紙
の
本
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
だ
け
で

は
な
い
。
ウ
ェ
ブ
を
始
点
に
考
え
て

つ
く
れ
ば
コ
ス
ト
が
抑
え
ら
れ
、
音

声
や
動
画
を
入
れ
る
こ
と
で
新
し
い

表
現
を
生
み
出
す
こ
と
も
で
き
る
。

個
人
で
発
信
す
る
た
め
の
選
択
肢
が
、

ま
す
ま
す
広
が
っ
て
き
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

1972 年生まれ。ブックショップ
「UTRECHT/NOWIDeA」代表。国内
外のアーティストとのネットワーク
を生かした独自のセレクトを行って
いる。様々な本のある空間のディレ
クションも行う。ブックショップの
ディレクション「THE TOKYO ART 
BOOK FAIR」共同ディレクター。
http://utrecht.jp http://zinesmate.org

ブックセレクター
江口宏志さん　Hiroshi Eguchi

Little Press

読んで字のごとく、プレス（印刷）がリトル（小規模）
であるというだけで、作品のクオリティは商業誌などと
ほとんど変わりない。しかし、商業誌のように出版社が
つくっているわけではなく、個人がひとりで、かなりマ
ニアックな内容をテーマに、１冊をつくっていることが
多い。「小規模だからこそ、つくり手の目が届くところに
特定のテーマの作品が届けられる。それが、リトルプレ
スの特長ではないでしょうか」と江口さん。本屋だけで
なく、雑貨屋やカフェなどに置かれることも珍しくない。

小規模でつくるからこそ
伝えられることがあります。

Zine

ジンの語源は「マガジン」とも「ファンジン」ともいわ
れている。アメリカのカルチャーシーンで生まれ、最初
は写真や絵、詩などを自由にレイアウトし、コピーして
ホッチキスで留めたものを周りの人に配るような簡単なも
のだった。最近では様々な形態のジンが発行されている
が、ジンそのものが自分の作品であり、表現の場所であ
るという意味合いは同じ。ジンを出す出版社も年々増え
てきており、ひとりでつくるだけでなく「誰と一緒にジ
ンをつくるか」ということに重きを置いている人も多い。

自由につくることができるから
無限大に広がる表現の幅。

E-Book

印刷物とは違い、電子機器のディスプレイを使って読む
出版物のこと。スマートフォンや iPad などのタブレット
型コンピュータの普及により、小説などを電子化したり、
ウェブで雑誌を発行したりする会社も多くなった。イン
ターネットを通じてダウンロードした後に閲覧できるも
のと、オンラインで閲覧できるストリーミング型が存在
する。印刷物では不可能だった音声や動画、振動などを
併用したコンテンツも実現可能で、表現の幅が広いのが
特長。またコストも削減できるため、個人で気軽に制作
をするクリエイターも増えている。

音声や動画によって
新しい本のおもしろさを発見。

音楽誌の編集に携わってきた福田さん
が 2007 年に創刊。彼が好きなミュー
ジシャンを取り上げ、ほぼひとりで制
作している。ミュージシャンとやり取
りしたメールの記録やツアー同行時の
エピソードなど、内容もパーソナル。

『Sweet Dreams』
（スウィート・ドリームス／福田教雄）

写真家、野川さんと編集者、高橋さん
の作品。彼女が撮る山や自然の写真に、
版画家・畦地梅太郎や作家・串田孫一
などの言葉が呼応する。実際に出版す
るとなると大変な写真集も、ジンとい
う形であればつくりやすい。

『ポケットに山を』
（野川かさね＋高橋亜弥子）

女性クリエイター４人（小林エリカ、田
部井美奈、野川かさね、前田ひさえ）が
集うアトリエ「kvina」。彼女たちが八ヶ
岳にて展覧会を行ったときにつくられ
たメモリーボックス。現地で摘んだ花
が入っているものは、限定20ボックス。

『SUMMER CAMP 
MEMORIES in the box』

（k
ク ビ ー ナ

vina）

メインコンテンツが毎月 1 日に更新さ
れる、メンズファッション・ライフス
タイルウェブマガジン。iPhone アプ
リをダウンロードすれば、毎日更新の
ニュースやスナップも閲覧可能。いち
早くトレンド情報を入手できる。

『フイナム』
（ライノ）

「街と山の間」にある、身近な自然をテー
マにした小冊子。半年に一回ほどのペー
スで出版される。本格的に自然を愛す
るというより、若菜さんが興味を持つ
動植物の特集などがメイン。彼女独自
の感性で溢れた本。

『mürren』
（murren編集部／若菜晃子）

オランダのフォトグラファー「Erik 
van der Weijde」が「好きなアーティ
ストと一緒に本をつくる」ことを目的
に、5 名のフォトグラファーとコラボ
レーションしたジンシリーズ。全 5 冊
セット。

『FOTO.ZINE NR.4』
（4478zine）

作家の小林さんが、岡山県倉敷市周辺
で出会った人たちの記憶をスワキさん
と共にコミックにした 9 巻組のジン。
かわいらしいミシン製本で、糸の色も
すべて違うというこだわり。全巻揃え
ると、ひとつの絵になる。

『 iii 1～9』
（小林エリカ＋スワキタカトシ）

広告代理店・電通と、慶応義塾大学の
SFC 研究所によるクリエイティブユ
ニット「汐留イノベーション」が書き
下ろしたウェブ絵本。電子書籍絵本ア
プリ「こえほん」をダウンロードすれ
ば読むことができる。

『かえるむしくんのはんぶんこ』
（汐留イノベーション）

2

1

3

4

5
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ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
を
続
け
て
い

き
た
い
﹂。
ひ
と
つ
の
目
標
の
も
と
、

各
大
学
や
社
会
人
の
垣
根
な
く
一
致

団
結
し
て
活
動
で
き
る
の
も
醍
醐
味

の
ひ
と
つ
だ
と
い
う
。

　

日
本
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
協
会
が

掲
げ
る
今
年
の
テ
ー
マ
は
﹁
誇
り
高

き
命
を
繋
ぐ
﹂。
年
に
数
回
行
わ
れ
る

ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
の
大
会
で
は
、

海
で
あ
れ
ば
ボ
ー
ド
レ
ス
キ
ュ
ー
や

ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
ス
、
プ
ー
ル
で
あ

れ
ば
事
故
を
想
定
し
て
動
く
競
技
や

リ
レ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
る
。﹁
海
で
行

わ
れ
る
リ
レ
ー
で
は
ス
イ
ム
、
ボ
ー

ド
、
サ
ー
フ
ス
キ
ー
、
ラ
ン
を
チ
ー

ム
で
繋
ぎ
ま
す
。
こ
の
リ
レ
ー
を
見

て
い
る
と
改
め
て
﹃
ゴ
ー
ル
の
先
に

救
う
べ
き
命
が
あ
る
﹄
と
実
感
す
る

ん
で
す
。﹂
と
、会
長
の
原
琢
介
さ
ん
。

﹁
競
技
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
は
、
レ
ス

キ
ュ
ー
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
﹂
と
い
わ

れ
る
よ
う
に
、
競
技
で
結
果
を
残
せ

る
選
手
は
優
秀
な
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー

と
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
、
実
際

の
救
助
を
基
に
考
え
ら
れ
た
競
技
な

の
だ
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
厳
し
い
。

し
か
し
自
己
鍛
錬
が
人
命
救
助
に
繋

が
る
か
ら
こ
そ
、
や
り
が
い
が
苦
労

を
上
回
る
。
皆
、
口
を
揃
え
て
﹁
練

習
は
辛
く
な
い
﹂
と
答
え
る
理
由
は
、

そ
こ
に
あ
る
の
だ
。

LIFESAVING
ITABASHI CAMPUS

ライフセーバーの使命は、溺者を救出することではなく
溺者を出さないために監視活動をすること。
それでも万が一のことを想定して、年間を通して泳ぎ込み、
レスキューの訓練をし続ける。肉体を鍛え、
技術を磨くことが人のためになる尊い活動なのだ。

　

ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
の
監
視
活
動

は
、
年
間
を
通
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
同
好
会
の
メ
ン

バ
ー
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
選
ん
だ
海
岸

の
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
、
浜
の
監
視
に

入
る
の
で
あ
る
。﹁
そ
の
年
の
海
水

浴
客
の
方
々
が
安
全
に
楽
し
ん
で
く

れ
て
無
事
故
で
終
わ
れ
ば
、
そ
れ
が

一
番
嬉
し
い
こ
と
で
す
﹂
と
話
す
の

は
2
年
生
の
菅
根
千
恵
さ
ん
。
年

間
を
通
し
て
プ
ー
ル
で
泳
ぎ
込
ん
だ

り
、
海
で
器
材
を
使
っ
て
訓
練
を
繰

り
返
し
た
り
す
る
の
も
す
べ
て
海
水

浴
客
の
方
々
の
安
全
の
た
め
だ
。
副

主
将
の
長
谷
川
昂
秀
さ
ん
曰
く
﹁
浜

に
は
社
会
人
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
も
多

く
、
様
々
な
人
と
の
出
会
い
か
ら
学

ぶ
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
た
く
さ
ん
海
に
行
っ
て
色
々
な
も

の
を
吸
収
し
て
、
卒
業
後
も
ず
っ
と

2010 年立ち上げ。メン
バー数 18 名。週に 1 度
プール、月に 1 度海で合
同練習を実施。夏休み中
は、関東近郊の浜で監視
活動を行う。同好会から
脱して部に昇格すべく、
海・プールで行われる大
会にて入賞をめざす。

帝京大学ライフ
セービング同好会
Teikyo Univ.
LIFESAVING CLUB
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Surprise Us.
先 生 が
教 え て く
れ る コ ト

、

筑波大学大学院博士課程修了。筑波大学、理化学研
究所を経て、オレゴン州立大学へ。帰国後、筑波大
学・遺伝子実験センター研究員。2009 年より現職。

帝京大学理工学部バイオサイエンス学科
朝比奈雅志 助教

「元々は植物の『形』に興味があったんです」

と話す、バイオサイエンス学科の朝比奈雅

志先生。大学時代は、海洋性の植物プラン

クトンである『円
エンセキソウ

石藻』の、うろこをたく

さんまとった形状に魅了された。形の面白

さや美しさよりも「なぜこのような形にな

るのだろう？」という興味の方が強かった

という。「今は植物についた傷が治る過程

について研究していますが、これも植物の

『形』の変化を見るという点では同じです

ね」と朝比奈先生は微笑む。

　これは植物を健全に育てるための「接ぎ

木」にも応用できる研究だが、ひとくちに

傷が治る過程といっても植物によって様々

だ。どんな刃物でどのように切るのか、ど

のように治っていくのかも異なるため、突

き詰めようとすればキリがない。それでも

朝比奈先生は「世界中で誰も知らないこと

に着手し、解明していくことに楽しさを感

じる」と研究の醍醐味について話す。これ

までわからなかったことが解明した瞬間に

立ち会えるのは、紛れもない研究者本人だ

からである。

「研究していると何でも知っていると思わ

れがちですが、とんでもない。科学が進歩

するたび、新たにわからないことが増えて

くるんですよ。だから、一生現役でいたい

と思うんです」

　植物の傷の再生は、朝比奈先生が大学院

時代に立ち上げたテーマである。ゼロから

のスタートゆえに、最初は手探り状態だっ

た。しかし成功すれば、その道の第一人

者になれるという魅力を秘めた世界であ

る。「学生たちにも『まさか！』と私を唸

らせるくらいの発見をしてもらえたら嬉し

いです」。教え子がライバルになれば、先

生の探究心にもまた火がつくことだろう。

研究には、誰も知らないことを
最初に発見する楽しさがある。

Masashi 
Asahina

帝京大学医学部 83 年卒。帝京大
学医学部附属病院第一内科を経
て、現在帝京大学ちば総合医療セ
ンター非常勤講師として皮膚科、
内科で診療。五味クリニック院長。

医学博士
五味博子さん

患者さんの余生は、
家族と過ごす穏やかな
時間であってほしい。

Hiroko Gomi

 

﹁
今
ま
で
元
気
だ
っ
た
高
齢
の
方
が
、

病
気
で
入
院
し
て
目
覚
め
る
と
見
覚

え
の
な
い
病
室
に
い
る
。
す
る
と
＂
こ

こ
は
ど
こ
だ
＂
と
い
う
驚
き
か
ら
、

精
神
的
に
追
い
込
ま
れ
て
叫
ん
だ
り

徘
徊
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
ん
で

す
。
で
も
在
宅
医
療
に
切
り
替
え
た

あ
と
に
様
子
を
拝
見
し
に
行
く
と
、

別
人
の
よ
う
に
明
る
い
表
情
を
見
せ

る
患
者
さ
ん
に
会
え
る
ん
で
す
よ
﹂

　

住
み
慣
れ
た
自
宅
で
最
期
ま
で
自

分
ら
し
く
暮
ら
し
た
い
と
い
う
お
年

寄
り
や
、
末
期
ガ
ン
患
者
の
願
い
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
チ
ー
ム
を

組
ん
で
治
療
を
行
う
の
が
在
宅
医
療
。

自
宅
は
患
者
本
人
が
家
族
と
安
心
し

て
死
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
穏
や
か

な
場
所
で
あ
り
、
技
術
を
駆
使
し
て

少
し
で
も
長
く
生
き
る
こ
と
を
め
ざ

す
病
室
と
は
対
極
に
あ
る
。﹁
残
り
の

時
間
を
、
愛
す
る
家
族
と
一
緒
に
過

ご
す
こ
と
が
本
人
の
幸
せ
。
そ
れ
が
、

ひ
い
て
は
家
族
の
心
の
充
実
に
つ
な

が
っ
て
い
く
ん
で
す
﹂
と
話
す
の
は
、

帝
京
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
内
科

医
を
経
て
在
宅
医
療
に
従
事
す
る
よ

う
に
な
っ
た
五
味
博
子
さ
ん
だ
。

　

彼
女
は
昼
間
大
学
病
院
で
働
き
、

夕
方
か
ら
自
身
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
診

察
、
夜
中
は
毎
日
の
よ
う
に
患
者
の

家
族
か
ら
電
話
を
受
け
て
往
診
へ
向

か
う
。
自
家
用
車
に
救
急
車
両
の
赤
色

灯
装
着
が
許
可
さ
れ
て
い
る
在
宅
医

療
従
事
者
は
、
日
本
全
国
で
数
名
し

か
い
な
い
。
そ
の
ひ
と
り
が
彼
女
だ
。

在
宅
で
の
看
取
り
数
は
、
現
在
年
間

1
5
0
人
以
上
。
全
国
で
最
も
多
い
。

﹁
誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
た
と

き
に
、
力
を
発
揮
で
き
る
こ
と
が
大

切
。
帝
京
は
実
学
の
場
で
す
か
ら
、

最
短
距
離
で
そ
の
資
格
を
取
ら
せ
て

く
れ
ま
す
。
私
が
今
こ
う
し
て
い
ら

れ
る
の
も
、
帝
京
の
お
か
げ
で
す
﹂

　

信
念
を
持
っ
た
五
味
さ
ん
の
小
さ

な
体
は
、
熱
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち

あ
ふ
れ
て
い
た
。
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全国にある帝京大学のキャンパスで学生生活を送るみなさんに、
友だちにもすすめたい、お気に入りをひとつ、聞かせてもらいました。
お気に入りの場所や映画、音楽や本。
そこには、それぞれの思い出と、大学生活の現在がいっぱい詰まっていました。

　

普
段
か
ら
、
J-

P
O
P
、
R
＆

B
、
H
I
P 
H
O
P
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を
聴
く
と
い

う
木
下
さ
ん
が
、
ぜ
ひ
聴
い
て
ほ
し

い
と
一
押
し
す
る
の
は
、
同
世
代
の

女
性
の
気
持
ち
を
代
弁
す
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
し
て
人
気
急
上
昇
中

の
シ
ン
ガ
ー
、
N
o
a
の
ア
ル
バ
ム

﹃
L
U
C
Y
 L
O
V
E
﹄。
高
校
生
の

と
き
に
友
だ
ち
に
薦
め
ら
れ
て
聴
い

て
み
た
と
こ
ろ
、﹁
透
明
感
の
あ
る
歌

声
と
耳
に
す
っ
と
入
っ
て
く
る
メ
ロ

デ
ィ
ー
が
好
き
﹂
で
、そ
れ
以
来
フ
ァ

ン
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　

ア
ル
バ
ム
の
曲
は
﹁
全
部
い
い
！
﹂

け
れ
ど
、
中
で
も
好
き
な
の
は
、﹃
信

じ
て
る
﹄
と
い
う
曲
。
ス
ト
レ
ー
ト

な
歌
詞
に
、
つ
い
つ
い
自
分
の
こ
と

を
重
ね
合
わ
せ
て
聴
い
て
し
ま
う
。

﹁
楽
し
か
っ
た
こ
と
も
い
い
思
い
出
も

全
て
、
こ
の
曲
に
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

カ
ラ
オ
ケ
で
ぜ
ひ
、
女
の
子
に
歌
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
﹂

　

２
年
生
に
な
り
、﹁
遊
び
も
勉
強

も
本
気
で
取
り
組
み
た
い
﹂
と
話
す

木
下
さ
ん
。﹁
旅
行
に
も
行
き
た
い
し

N
o
a
の
ラ
イ
ブ
に
も
行
っ
て
み
た

い
﹂
と
、こ
れ
か
ら
の
大
学
生
活
で
や

り
た
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
こ
れ

か
ら
先
も
こ
の
曲
と
共
に
、
た
く
さ

ん
の
思
い
出
が
で
き
る
に
違
い
な
い
。

青
春
時
代
の
思
い
出
が

詰
ま
っ
た
大
切
な
ア
ル
バ
ム
。

「いい曲がいっぱいあるので、みんなに聴いてほしい」
推薦人　福岡医療技術学部理学療法学科２年　木下涼さん

 Recommend!_01

MUSIC

次
の
展
開
が
気
に
な
っ
て

一
気
に
読
ん
だ
。

BOOK
 Recommend!_02

「生 し々い描写に、強い衝撃を受けました」
推薦人　薬学部薬学科１年　竹田新さん

　

将
来
、﹁
小
児
科
医
に
な
り
た
い
﹂

と
い
う
確
固
た
る
夢
を
持
つ
落
合
さ

ん
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
目
下
勉
強

中
だ
が
、
オ
フ
の
日
や
時
間
が
あ
る

と
き
は
、
ふ
ら
っ
と
街
に
出
て
ウ
ィ

ン
ド
ウ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
見
た
り
、

美
術
館
に
行
っ
た
り
⋮
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
も
の
に
触
れ
る
こ
と
が
一

番
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
だ
と
い
う
。﹁
一

人
で
美
術
館
に
も
よ
く
行
き
ま
す
。

自
分
に
は
な
い
発
想
に
刺
激
を
受
け

た
り
、
い
つ
も
新
し
い
発
見
が
あ
る

ん
で
す
﹂

　

そ
ん
な
落
合
さ
ん
が
衝
撃
を
受
け

た
の
は
、
海
外
で
も
高
い
評
価
を
受

け
て
い
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
吉
岡
徳
仁

の
﹁
ス
ノ
ー
﹂。
全
長
約
15
メ
ー
ト

ル
に
及
ぶ
透
明
で
巨
大
な
空
間
の
中

を
、
大
量
の
羽
毛
が
舞
い
、
ま
る
で

雪
が
降
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え

る
作
品
だ
。﹁
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ

に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
い
う
表

現
の
仕
方
も
あ
る
ん
だ
っ
て
。
ず
っ

と
見
て
い
た
く
な
る
よ
う
な
不
思
議

な
空
間
で
し
た
﹂

　

最
近
は
﹁
物
事
を
多
角
的
に
考
え

ら
れ
る
人
に
憧
れ
る
﹂
と
話
す
落
合

さ
ん
。﹁
た
く
さ
ん
の
人
に
出
会
っ

た
り
い
ろ
い
ろ
な
考
え
に
触
れ
て
、

自
分
の
視
野
を
広
げ
て
い
き
た
い
で

す
﹂

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
作
品
に
、

“
圧
巻
”の
一
言
。

　

中
山
さ
ん
の
お
す
す
め
は
、
映
画

﹃
今
度
は
愛
妻
家
﹄。﹃
世
界
の
中
心
で
、

愛
を
さ
け
ぶ
﹄
な
ど
の
ヒ
ッ
ト
作
を

手
が
け
た
行
定
勲
監
督
に
よ
る
、
切

な
い
夫
婦
愛
を
描
い
た
大
人
の
ラ
ブ

ス
ト
ー
リ
ー
だ
。

　

結
婚
し
て
10
年
。
か
つ
て
は
売

れ
っ
子
カ
メ
ラ
マ
ン
だ
っ
た
が
今
で

は
プ
ー
タ
ロ
ー
同
然
の
夫
・
俊
介
︵
豊

川
悦
司
︶
と
、
健
康
マ
ニ
ア
で
気
立

て
の
良
い
妻
・
さ
く
ら
︵
薬
師
丸
ひ

ろ
子
︶。
あ
る
と
き
俊
介
は
、
友
だ
ち

と
旅
行
に
行
く
直
前
の
さ
く
ら
に
別

れ
を
切
り
出
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の

　

竹
田
さ
ん
が
、﹁
小
説
の
面
白
さ
を

教
え
て
く
れ
た
﹂
と
絶
賛
す
る
の
は
、

東
野
圭
吾
の
﹃
手
紙
﹄。
本
格
推
理
や

学
園
ミ
ス
テ
リ
ー
な
ど
で
人
気
を
集

め
る
東
野
圭
吾
作
品
の
中
で
、＂
犯
罪

加
害
者
の
家
族
＂
を
テ
ー
マ
に
真
正

面
か
ら
描
か
れ
た
作
品
だ
。

　

主
人
公
直
貴
の
兄
・
剛
志
は
、
弟

を
思
う
一
心
か
ら
盗
み
に
入
っ
た
屋

敷
で
、
思
い
も
か
け
ず
人
を
あ
や
め

て
し
ま
う
。
判
決
は
、
懲
役
15
年
。

以
来
、
直
貴
の
も
と
へ
月
に
1
度
、

獄
中
か
ら
手
紙
を
送
る
剛
志
。
一
方

で
、
進
学
、
恋
人
、
就
職
と
、
つ
か

後
、
旅
行
に
行
っ
た
さ
く
ら
は
な
か

な
か
戻
ら
ず
、
最
初
は
独
身
気
分
を

満
喫
し
て
い
た
俊
介
だ
っ
た
が
⋮
。

﹁
終
盤
の
思
い
が
け
な
い
展
開
に
、
泣

い
て
し
ま
っ
た
﹂
と
中
山
さ
ん
。﹁
側

に
い
て
大
切
な
人
だ
と
分
か
っ
て
い

て
も
、
そ
れ
が
当
た
り
前
す
ぎ
て
無

愛
想
に
し
て
い
た
人
に
、
感
謝
の
言

葉
を
伝
え
た
く
な
り
ま
す
。
男
性
に

も
ぜ
ひ
観
て
ほ
し
い
﹂

　

大
学
で
は
放
送
研
究
会
に
所
属
し
、

自
分
で
映
像
を
撮
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
は
﹁
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
も
気
に
す

る
よ
う
に
な
っ
た
﹂
の
だ
と
か
。﹁
行

定
監
督
が
撮
る
、
柔
ら
か
い
ト
ー
ン

の
映
像
も
好
き
。
見
た
後
に
優
し
い

気
持
ち
に
な
れ
ま
す
よ
﹂

も
う
と
し
た
人
生
す
べ
て
が
﹁
強
盗

殺
人
犯
の
弟
﹂
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
に

よ
っ
て
、
そ
の
手
を
す
り
抜
け
て
い

く
直
貴
。
日
を
追
う
ご
と
に
、
剛
志

か
ら
の
手
紙
は
無
視
さ
れ
、
や
が
て

⋮
。

﹁
登
場
人
物
の
気
持
ち
の
変
化
と
か
、

細
か
い
心
理
描
写
が
面
白
い
。
も
し

自
分
だ
っ
た
ら
⋮
と
想
像
し
な
が
ら

読
み
ま
し
た
﹂
と
竹
田
さ
ん
。
こ
の

本
を
読
ん
で
、
世
の
中
の
ニ
ュ
ー
ス
の

見
方
も
少
し
変
わ
っ
た
と
い
う
。﹁＂
事

件
＂
の
表
面
的
な
部
分
だ
け
で
は
な

く
、
加
害
者
や
そ
の
家
族
の
心
理
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の
気
持
ち
を
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
様
々
な
き
っ

か
け
を
与
え
て
く
れ
る
一
冊
で
す
﹂

素
直
な
気
持
ち
を

相
手
に
伝
え
て
ま
す
か
？

「今まで見たアート作品の中で、一番の衝撃でした」
推薦人　医学部医学科２年　落合悟さん

 Recommend!_04

MOVIE

「いつか結婚したら、こんな風になれたらいいな」
推薦人 文学部心理学科３年 中山のはらさん

 Recommend!_03

ART

人の絆とは何か。いつか罪は
償えるのだろうか。犯罪加害
者の家族を真正面から描き切
り、感動を呼んだ不朽の名作。
2006 年には映画化され、話
題を集めた。

『手紙』 
東野圭吾

（文春文庫 ￥660）

仙台を拠点に活動しているシンガー、Noaの1st アルバム。
自身が綴った歌詞は等身大の女の子の気持ちをストレートに
表現し、多くの人々の共感を呼んでいる。

『LUCY LOVE』 Noa
（ハドソン￥2,100）

愛して結婚したはずなのに、穏
やかで楽しかった夫婦生活は、
どこでどうなってしまったのか
…？結婚10年目にしてある局
面を迎えた夫婦の愛情を、時に
コミカルに時に切なく描く。

『今度は愛妻家』

©2010 「今度は愛妻家」製作委員会

「今度は愛妻家」
（発売・販売元 /アミューズソフト￥3,990）

『Newsweek』誌で「世界が尊敬する日本人 100 人」に選
ばれた吉岡徳仁氏による雪のインスタレーション。形があ
りながらも手のひらに舞い降りた瞬間に消えてしまう「雪」
を羽毛で表現した。

『スノー』吉岡徳仁
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「
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
っ
て
、
そ
も

そ
も
ど
ん
な
も
の
か
わ
か
る
？
」 

今
回
の
先
生
で
あ
る
デ
ザ
イ
ン
チ
ー

ム
〝
レ
ス
ト
ラ
ン
〞
の
竹
村
さ
ん
か

ら
の
投
げ
か
け
に
対
し
、「
印
刷
技

術
の
ひ
と
つ
と
し
か
…
」
と
答
え
る

遠
藤
く
ん
。「
シ
ル
ク
で
刷
る
」
と

い
う
こ
と
が
ど
う
い
う
作
業
な
の

か
、
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
し
か
わ

い
て
こ
な
い
。「
み
ん
な
が
着
て
い

る
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
プ
リ
ン
ト
も
そ
う
で

す
」
と
い
う
説
明
で
、
雰
囲
気
が
掴

め
た
よ
う
だ
。
今
回
は
、一
枚
一
枚
、

手
で
印
刷
す
る
技
術
を
み
ん
な
で
楽

し
み
な
が
ら
学
ん
で
い
っ
た
。

　

参
加
学
生
た
ち
か
ら
あ
ら
か
じ
め

希
望
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
り
、
レ
ス
ト

ラ
ン
の
ふ
た
り
が
元
と
な
る
「
版
」

を
制
作
し
て
く
れ
た
。
ま
ず
は
全
体

の
デ
ザ
イ
ン
画
を
描
い
て
み
る
。
ど

ん
な
サ
イ
ズ
に
な
る
か
？ 

ど
ん
な

色
に
な
る
か
？ 

ど
う
絵
柄
や
文
字

を
重
ね
る
か
？ 

こ
れ
を
考
え
る
の

が
一
番
楽
し
く
て
、
一
番
重
要
だ
。

　

自
分
が
普
段
着
た
り
使
っ
た
り
す

る
身
近
な
も
の
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
デ

ザ
イ
ン
で
作
れ
る
と
い
う
だ
け
あ
っ

て
、
み
ん
な
一
生
懸
命
。
で
も
、
慣

れ
て
い
な
い
学
生
た
ち
に
と
っ
て
、

完
成
図
を
想
像
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

「
え
、
そ
の
色
と
そ
の
色
を
混
ぜ
る

の
？ 

ど
ん
な
色
に
な
る
か
想
像
で
き

て
る
？
」
と
ビ
ッ
ク
リ
す
る
レ
ス
ト

ラ
ン
の
笹
川
さ
ん
に
、「
で
き
て
ま
せ

ん
…
」
と
苦
笑
い
の
杉
田
く
ん
。

自
ら
の
手
で
Ｔ
シ
ャ
ツ
を

刷
る
こ
と
が
で
き
る
。

第 8回 Flair Workshopレポート

オリジナルデザインの
Tシャツをつくろう！
普段着ているＴシャツをオリジナルのデザインで、
しかも自分の手で刷れるとしたら？
そんなハンドメイドの楽しさを学びました。

RESTAURANTさん、
シルクスクリーンって何ですか？
「今はもっと丈夫な布を使っていますが、もと
もとはシルクの布を使って印刷する技術だっ
たので、シルクスクリーンと呼ばれています。
Ｔシャツやその他の布地、紙など、基本的に
平面のものにならほとんど印刷が可能です。
工程は、まず感光剤を塗ったシルクスクリー
ンに、デザインを合わせて特殊な光を当てま
す。するとデザイン部分が感光され、版が出
来上がります。インクを詰めるとデザイン部
分にのみインクが入り、対象物に印刷するこ
とができるようになります」

Teacher
RESTAURANT
竹村卓さんと笹川健一さんの２人で設立したデザインチ
ーム。現在、BEAMS-T などでオリジナルブランドの手
刷りＴシャツを販売中。

版下原稿と感光剤が塗られた
スクリーンを用意する。

特殊な光を当てスクリーンを
感光させて版を作る。

できた版にインクを詰めて刷る。 オリジナルTシャツの完成！

How to make a silkscreen
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左／荒井さんのバッグにはフランス語でTour Eiffel 
montee（エッフェル塔に登りたい）。右／花島さんもフ
ランス語でＪ’adore le chocolat（チョコレート大好き）。

実際に「刷る」作業をやってみましょう。

Ｔシャツを版にあててみるとサイズ感がわかりや
すい。ナイスアイディア！

カラフルなインクを混ぜて色を作
るのは、それだけで楽しい。

実際に使ったデザインの原画。これを元
にして､版をつくりあげます。

完成品を左右する重要な工程。
実際にデザイン画とＴシャツな
どを合わせながら、イメージを紙
に描いて固めていきます。

　デザインを考える。

何も考えずにとりあえず混ぜてしまう学生が続出！ 
思った通りの色にならない！

30色近い数のインクから、イ
メージに合った色を作ります。
そのまま使っても良し、混ぜて
も良し。意外とたくさんのイン
クを使います。

　色をつくる。

印刷範囲の横幅を見ながら、デザインの上部にイ
ンクを均等に乗せます。

スクイージーで下に力を入れなが
ら、一気に手前に引きます。角度
がポイントです。

シルクスクリーンの花形工程。インク
を使って、Ｔシャツに刷っていきます。
技術的に難しいのはここだけです。

　刷る。

自分が刷ったインクをじっくりとドライヤーで乾か
すときは感慨深い。

刷り上がったＴシャツを乾かします。
ドライヤーを使えば時間も短縮。表面
が乾いたらOK。一版出来上がりです！

　乾かす。

　完成！！
完成したそれぞれのグ
ッズを手に持ってパチ
リ。思い通りのもの、
ちょっと失敗したもの。
どちらも自分の手で作っ
た貴重な一点ものです。

番外編として、４つのノートを並べ
ひとつの版で刷ることに。選ばれた
デザインは犬。それぞれが１冊ずつ
持ち帰り、４人が揃わないと「犬の
絵」が完成しない。RESTAURANT
さんとしても初めての試みというこ
とでしたが、かわいい犬が刷れまし
た。脚の部分は、誰!?

紙に描いて思いついたデザイン
をまとめていきます。センスを要
する作業です。

初めての共同作業。
４人でひとつの手帳を刷りました。

モバイルにも
みんなの感想を掲載！

Next Workshop

2011 10.29 (SAT)

飲食店やパーティの演出、野外
フェスやライヴステージなどで
キャンドルデコレーションを行っ
ているサンセットキャンドルの
KUNIさんを講師に迎え、キャン
ドルづくりに挑戦します。様々な
形や色､グラデーションでオリジ
ナルキャンドルを。

今回参加した学生は、左
から荒井加奈子さん（医
療技術学部視能矯正学科
１年）、花島仙恵さん（医
療技術学部視能矯正学科
１年）、遠藤裕希さん（経
済学部経済学科 3 年）、
杉田佑馬さん（経済学部
経済学科3年）。

クニさん  
SUNSET CANDLE 

● 開催日

● 応募の仕方

旅や波乗りから得たインスピレ
ーションを表現したいと、身の
回りの物をハンドメイドしてい
るうちにキャンドルづくりに夢
中に。「人と人」「人と空間」を
繋ぐコミニケーションツールと
して、たくさんの場でキャンド
ルを灯している。

ワークショップへの応募は、下の
QRコードから。空メール送信後、
（flairworkshop@flair-t.com宛）
応募フォームにて申込みができ
ます。応募者多数の場合は抽選
となりますのでご了承ください。

※ドメイン指定受信・拒否等の
設定を行っている場合は、
flairworkshop@flair-t.com からの
電子メールを受信可能な状態に
設定してください。

フレアモバイルでは、毎回 Flair
ワークショップの内容を紹介し
ています。誌面で触れられなか
った、今回参加した学生の率直
な感想やコメントが写真と一緒
に掲載。ほかにも、これ まで掲
載した Flair ワークショップの内
容や、今後の Flair ワークショッ
プ開催の応募も受け付けていま
す。時間があるときに、ぜひチェ
ックしてみてください。

今回参加した学生の
感想はこちら

第９回開催予告
SUNSET CANDLE
のKUNIさんとキャンドル
づくりをしよう！

先生、いかがでしたか？

最初は手間取っていたけど、
だんだん要領がわかってきた
ようで、最後の方はみんな積
極的に動いていましたね。型
にはまらないアイデアやデザ
インが斬新でした。“手作業
だと思った通りにいかない”
という偶然性を楽しんでもら
えたと思います。

　

と
う
と
う
最
初
の
ひ
と
刷
り
、
緊

張
の
瞬
間
！ 

こ
こ
か
ら
は
修
正
が
利

か
な
い
だ
け
に
、
み
ん
な
の
ド
キ
ド

キ
も
高
ま
る
。
一
番
バ
ッ
タ
ー
の
杉

田
く
ん
が
刷
っ
た
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー

ン
を
上
げ
て
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
見
て
み
る

と
、
周
り
で
見
て
い
た
全
員
か
ら

「
オ
ー
ッ
」
と
歓
声
が
あ
が
る
。
な
ん

と
か
う
ま
く
い
っ
た
よ
う
だ
。

　

そ
れ
か
ら
１
枚
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
何

版
も
重
ね
て
刷
っ
た
り
、ト
ー
ト
バ
ッ

グ
に
も
刷
っ
た
り
し
て
い
く
う
ち
に
、

ス
ク
イ
ー
ジ
ー
と
呼
ば
れ
る
イ
ン
ク

を
シ
ル
ク
の
版
に
染
み
込
ま
せ
る
器

具
の
使
い
方
に
も
慣
れ
て
き
た
学
生

た
ち
。
そ
の
力
加
減
と
角
度
さ
え
マ

ス
タ
ー
し
て
し
ま
え
ば
、
他
に
そ
ん

な
に
難
し
い
作
業
は
な
い
の
だ
。

　

む
し
ろ
、
手
刷
り
の
シ
ル
ク
ス
ク

リ
ー
ン
は
、
刷
っ
て
み
な
い
と
わ
か

ら
な
い
面
白
さ
が
あ
る
。
思
っ
た
色

が
出
な
か
っ
た
り
、
す
こ
し
ズ
レ
て

し
ま
っ
た
り
。
で
も
、
そ
う
い
う
偶

発
的
な
ミ
ス
や
事
故
も
楽
し
み
の
ひ

と
つ
な
の
だ
。
み
ん
な
、
最
初
に
思

い
描
い
て
い
た
も
の
か
ら
作
業
を
続

け
て
い
く
な
か
で
、
途
中
で
色
を
変

え
た
り
、
人
の
デ
ザ
イ
ン
を
借
り
た

り
、
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
り
し
て
、
自
由
に
ア
ド
リ
ブ

で
デ
ザ
イ
ン
を
変
え
て
い
っ
た
。

　

柔
軟
性
と
偶
然
性
を
取
り
入
れ

て
、
世
界
に
１
つ
だ
け
、
ハ
ン
ド
メ

イ
ド
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
が
出
来

上
が
っ
た
。
既
製
品
と
は
ま
た
違
う

あ
た
た
か
み
の
あ
る
出
来
栄
え
に
、

み
ん
な
大
き
な
達
成
感
を
感
じ
て
い

た
よ
う
だ
。
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平成22年度の会計をご報告します

Accounting Report

   

 
 

   
   

     
  

   
   

 
   

  

  

   
  

  
  

  

  

本年度末科目 前年度末 増　減
資産の部
固定資産

有形固定資産
その他の固定資産

流動資産
資産の部合計

負債の部
固定負債
流動負債
負債の部合計
自己資金の部
基本金の部合計

翌年度繰越消費収支超過額
自己資金の部合計
負債・自己資金
の部合計

①固定比率 
②有 形 固 定 資 
産 構 成 比 率 
③流動比率 
④負債比率 
⑤自己資金構成比率  

主要財務指標

貸借対照表 平成23 年3月31日 （単位：百万円）

本　学 全国平均※ 差　異項　　　　目

469,503
168,963
300,541
41,007

510,510

447,819
159,198
288,622
45,851

493,671

+21,684 
+9,765 

+11,919 
-4,844 

+16,840 

11,107
14,264
25,372

489,958

11,136
14,438
25,573

475,526

-28 
-174 
-202 

+14,433 

-4,819
485,139

-7,428 +2,609 
+17,041 

510,510 493,671 +16,840 

96.8%

33.1%
287.5%

5.2%
95.0%

101.2%

64.2%
321.3%
19.6%
85.0%

-4.4% 

-31.1% 
-33.8% 
-14.4% 
+10.0% 

１．施設を充実させるため、設備投資を毎年積極的に行っています。最近の大規模
設備投資→【板橋新本院】20年度竣工 【板橋新校舎】23年度竣工予定（建設中）
２．負債額の大きな増減はありません。
３．教育・研究等の諸活動に不可欠な資産を充実するため、計画的な基本金の組
入れを実施しています。
４．財務内容の健全性確保に努力し、引続き良好な水準を維持しています。
(1) 固定比率（＝固定資産／自己資金）は 96.8%と 100％を下回っており、
固定資産はすべて自己資金で賄われています。
(2) 有形固定資産構成比率（＝有形固定資産／総資産）は、学校法人におい
ては多額の施設設備投資により高くなりがちですが、本学の比率は33.1%
と低い値です。
(3) 流動比率（＝流動資産／流動負債）は 287.5%ですが、一般に 200%
以上であれば優良とみなされます。
(4) 負債比率（＝総負債／自己資金）は 5.2%と低い値を維持しています。
なお、借入金の残高はありません。
(5) 自己資金構成比率（＝自己資金／総資金）は 95.0%と高く、財政的に
安定しています。

なお、平成２2年度の財務情報は、私立学校法第４７条の規定に基づいて帝京大
学本部会計課に備え置き、利害関係人の閲覧に供しております。

468,098

③⑤は高い値が良い比率 、①②④は低い値が良い比率
※平成２１年度私立大学法人の平均値

去る 7 月 2 日（土）、東京武道館で平成23

年度東京都ジュニア柔道体重別選手権大

会が開催され、63kg 級で優勝した若林果

那選手と52kg級で準優勝した玉木聖子

選手が、9 月 10日（土）、11日（日）に行わ

れる全日本ジュニア柔道体重別選手権へ

の出場権を獲得した。

女子柔道部 全日本ジュニア
選手権に 2 名出場決定

Award

東京大学医学部卒。同大学
同学部皮膚科入局後、同医
局長。米国ハーバード大学
マサチューセッツ総合病院
皮膚科リサーチ・フェロー
を 経 て、1988年 に 帝 京
大学医学部皮膚科助教授。
1998年より現職。

帝京大学医学部皮膚科主任教授

渡辺晋一教授  Shinichi Watanabe

皮
脂
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過
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分
泌
と
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穴
の
詰
ま
り
に
よ
っ
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キ
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が
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す
。

メ
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ト
レ
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っ
て
も
症
状
が
悪
化
し
ま
す
。

ニ
キ
ビ
の
原
因
は
何
で
す
か
？

Dr
：
毛
穴
は
大
き
く
３
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に
分
類

さ
れ
ま
す
。
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﹁
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﹁
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﹁
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た
理
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、
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れ
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と
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Dr
：
分
泌
さ
れ
る
皮
脂
を
増
や
さ
な
い

こ
と
が
先
決
で
す
が
、
皮
脂
が
分
泌
さ

れ
る
量
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最
も
大
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く
影
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実
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ル
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ラ
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で
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な
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。
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す
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中
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。
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脂
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さ
れ
る
と
毛
穴
が
詰
ま
り
、
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キ
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が
わ

か
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い
ま
す
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皮
脂
と
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毛
の

脂
線
か
ら
出
る
油
分
。
皮
脂
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膚

の
表
面
を
覆
う
こ
と
で
、
肌
が
し
っ

と
り
と
潤
い
ま
す
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ま
た
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健
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な
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は
タ
ー
ン
オ
ー
バ
ー
と
い
っ
て
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古
く
な
っ
た
角
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を
体
の
外
に
排
出

す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
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が

ニ
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り
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す
い
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は
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古
く

な
っ
た
角
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が
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出
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れ
ず
に
毛
穴

を
ふ
さ
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過
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な
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に
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ま
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
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よ
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食
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た
り
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メ
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け
フ
ァ
ン
デ
ー

シ
ョ
ン
を
塗
ら
ず
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ポ
イ
ン
ト
メ
ー
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こ
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を
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め
し
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す
。
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ら
に
、
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キ
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は
ス
ト
レ
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を
感
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る
と
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し
ま
す
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で
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る
だ

け
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ト
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け
、
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な
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日
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送
る
こ
と
で
す
。

Dr
：
最
近
忙
し
く
て
あ
ま
り

休
め
て
い
ま
せ
ん
が
⋮

趣
味
は
ゴ
ル
フ
で
す
。

ゴ
ル
フ
の
と
き
は
、
必
ず

サ
ン
ス
ク
リ
ー
ン
剤
を
塗
っ
て

紫
外
線
か
ら
身
を
守
っ
て
い
ま
す
よ
。

紫
外
線
は
肌
の
大
敵
で
す
か
ら
、
み
な

さ
ん
に
も
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
ね
。

と
こ
ろ
で
先
生
の

休
日
の
過
ご
し
方
は
？

ど
ん
な
人
が
ニ
キ
ビ
に

な
り
や
す
い
ん
で
す
か
？

ど
う
し
て
毛
穴
に
皮
脂
が　

詰
ま
る
の
で
し
ょ
う
か
？

思
春
期
に
症
状
が
出
る﹃
ニ
キ
ビ
﹄は
、「
青
春
の
シ
ン
ボ
ル
」と
い
わ
れ
る
ほ
ど
身
近
な
も
の
。

「
た
か
が
ニ
キ
ビ
」と
考
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、病
院
で
然
る
べ
き
処
置
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

症
状
を
軽
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。症
状
が
ひ
ど
い
人
は
、ま
ず
は
病
院
で
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

去る7 月4 日（月）、日本武道館にて第55

回全日本学生空手道選手権大会が開催さ

れ、女子個人組手で小林実希選手が優勝、

植草歩選手が準優勝したほか、女子個人

形で小林実希選手が 3 位、男子個人組手

で渡邊大輔選手が 3 位、男子個人形で杉

野拓海選手が準優勝をおさめた。

空手道部 全日本学生空手道
選手権大会で活躍

Award

11年12月10日Vol.84 配布予定

今号の表紙、なんだかわかりましたか？ほ

とんどの方が目にしたことがあるであろ

う、絵本の「ノンタン」、しかもそのノン

タンの原画です。ノンタンシリーズを発行

している偕成社さんへ取材に伺った際に見

せていただいたものですが、作者キヨノサ

チコさんの手描きラフなどもあわせて拝見

すると、幼い頃にはひとつの完成品（本）

としてしか見ていなかったノンタンが、い

ろいろな人の手でつくられた「作品」であっ

たことに改めて気づかされ、感慨深い気持

ちになりました。ふだんなにげなく読んで

いる本や雑誌でも、つくられる過程を想像

するとまた違った角度から本に興味がわい

てきますね。この秋は本を「読む」だけで

はなく、ジンやE-bookなどで本を「つくっ

て」みるのもいいかも…？！

Editor's Note

去る6月25日（土）、国立競技場にて第

43回全日本大学駅伝対校選手権大会の関

東予選会が開催され、本学駅伝競走部は

出場 20校中 2 位と優秀な成績をおさめ

た。11 月 6 日（日）に名古屋の熱田神宮～

伊勢神宮にて行われる本戦での活躍にも

期待したい。

Award
駅伝競走部 全日本大学駅伝
関東予選大会を第 2 位で通過

去る 6 月 4 日（土）、5 日（日）、代々木第一

体育館で第 13 回関東チアリーディング

選手権（兼日本チアリーディング選手権

地区予選）が開催され、本学チアリーディ

ング部が大学の部 Division1で初優勝、

Division2でも第 1 位および第 3 位の成

績をおさめた。

Championship
チアリーディング部 関東学生
選手権大会で初優勝
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ど
ん
な
対
処
・
予
防
法
が

あ
り
ま
す
か
？

Ⓐ資産の構成 Ⓑ負債および自己資産の構成

その他の
固定資産

3,005

有形
固定資産

1,690

流動資産
410

消費収支差額
-48

（単位：億円）

基本金
4,900

流動負債
143

固定負債
111
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